
Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・
　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　　　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ウ)による

　　　i.伸縮調目地　　 位置　   ※ 6mごと　　　　・

　　　j.高さ4mを超える場合の取付工法
※ 上記以外の仕様は図示　　　　・ 図示　　　　・

床及び階段の

g.外壁の工法
f.だぼ用の穴の位置     ※ 標準仕様書10.5.2(2)(ア)による       ・ 図示
e.裏打ち処理　    ・ 適用する        ・ 適用しない
d.石裏面処理
c.取付け方式

(10.6.2,3)

・ 適用しない
 ・ 適用する（ ※ 標準仕様書9.7による     ・ 図示）

j.目地  目地幅(mm)     　※ 8以上　　　・
i.あと施工アンカーの材質及び寸法（    　　             ）

乾式工法 (10.2.2) (10.5.2,3) (表10.2.4)

　　・
倍の風圧力及び 積雪荷重に対応した工法）

　　※ 適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の （ ・1　 ・ 1.15　 ・ 1.3）
　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

h.アンカーの材質及び径

a.外壁用石材の厚さ(70mm以下とする)
※ 有効厚さ25　　　　・ 図示　　　　・

b.内壁用石材の厚さ(70mm以下とする)
※ 有効厚さ30　　　　・ 図示　　　　・

　　　k.高さ31mを超える場合の取付工法
※ 上記以外の仕様は図示　　　　・ 図示　　　　・

a.床用石材の厚さ ・ 図示　　　　・
b.階段床用石材の厚さ ・ 図示　　　　・

e.乾式工法の場合の取付け代
d.石裏面処理

　引金物,だぼ,かすがい及び受金物　    ※ 標準仕様書10.2.2(1)(2)による　　
c.取付け金物     ※ 標準仕様書10.2.2(3)による　　　　　・
b.取付け工法

笠木,甲板等の

　・ 設けない

　・ 設ける　   吊金物
　d.吊金物及び化粧吊りボルト

　引金物,だぼ,かすがい及び受金物

b.取付け工法　    ・
の石張り

アーチ,上げ裏等

e.階段張りの裏面処理
d.床石張りの裏面処理　   ・ 適用する     ・ 適用しない

f.乾式工法の場合の石裏の補強用モルタル     ・ 適用する     ・ 適用しない

(10.2.2) (10.7.1,2)

f.裏打ち処理
e.石裏面処理     ・ 適用する   　・ 適用しない

・

・
　　　　　　     吊りボルト

c.取付け金物

(10.2.2)

g.アンカーの材質及び径     ※ ステンレス(SUS 304) M10      ・

石張り

石張り

　　　g.伸縮調目地　位置

f.一般目地

び他部材との取り合い部
・ 

・
※ 標準仕様書10.2.2(1)(2)による　

※ ステンレス(SUS 304)6Φ×長さ80mm（加工物）

※ ステンレス(SUS 304)M10化粧ナット付き

h.あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　）

g.アンカーの材質及び径　　　※ SS400 M12　　　　・　
h.一般目地　　　　目地幅(mm)　　　※ 6以上　　　    ・

　　　i.伸縮調目地　　 位置　   ※ 他の部位との取合い部　　　　・ 図示

c.階段蹴上げ用石材の厚さ ・ 図示　　　　・

屋外の目地幅(mm)　　※ 4以上
屋内の目地幅(mm)　　※ 3〜6　　 　　・ 図示　　　　・

適用する　      ・ 適用しない

a.石材の厚さ ・ 

i.目地は標準仕様書10.7.3(5)による

a.石材の厚さ
・ 笠木︓　・ 図示　　　　・
・ 屋外の面台︓　・ 図示　　　　・
・ 屋内の面台︓　・ 図示　　　　・
・ 

隔て板 石材の厚さ
※ 40　　　　・ 図示

(10.2.2) (10.7.1,3)

位置     ※ 標準仕様書表11.1.1による       ・ 図示
伸縮調整目地

よるタイル張り
セメントモルタルに (11.2.2,3,6)

(11.1.3) (表11.1.1)
及び

11
タ
イ
ル
工
事 a.タイルの形状,寸法等

仕上表による
形状寸法

・

よる区分
吸水率に 釉薬 色 害性

耐凍
滑
耐

り
性有 無

・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

有 無
(mm)

厚さヨコタテ

施工箇所または

分類記号

有機系接着剤 (11.3.2〜4,7)

g.壁タイル張りの工法
　外装タイル    ・ 密着張り    ・ 改良積上げ張り    ・ 改良圧着張り
　内装タイル以外のユニットタイル    ・ マスク張り    ・ モザイクタイル張り

h.既製調合モルタルを使用する
　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント,細骨材,
混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

i.目地の有無

c.曲がりの役物の成形

d.試験張り    ・ 行う    ※ 行わない
e.見本焼き
f.下地モルタル塗りを行う場合のコンクリート素地面の処理

・

によるタイル張り

b.役物の適用

※ 標準的なものは一体成形、特殊なもののみ接着成形　　　・ 全て一体成形

※ 目荒し工法（標準仕様書15.3.4(3)による高圧水洗浄）

・ 全て接着成形

a.タイルの形状,寸法等

仕上表による
形状寸法

・

よる区分
吸水率に 釉薬 色 害性

耐凍
滑
耐

り
性有 無

・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

有 無
(mm)

厚さヨコタテ

施工箇所または

分類記号

※ 適用する　　　　　・ 適用しない

b.役物の適用 ※ 適用する　　　　　・ 適用しない

f.接着剤のホルムアルデヒド放散量

　打継目地
　ひび割れ誘発目地

　その他の目地
　伸縮調整目地

i.外装壁タイル接着材張りにおける目地のシーリング材
・
※

　　　　※ 規制対象外　　　　・

※ ポリウレタン系シーリング材    　　
※ ポリウレタン系シーリング材    　　

※ 変成シリコン系シーリング材  　　
※ 変成シリコン系シーリング材 　　

・
・

・
・

h.下地調整塗材塗りを行う場合のコンクリート素地面の処理

c.曲がりの役物の成形
※ 標準的なものは一体成形、特殊なもののみ接着成形　　　・ 全て一体成形

全て接着成形
d.試験張り    ・ 行う    ※ 行わない
e.見本焼き

g.コンクリート面の下地調整塗材塗
※ 有機系下地調整材
・ コンクリート素地

j.外壁タイル用の有機系接着剤の「Q-CAT認定品」の適用は次による。
※採用する(以下の条件による)

(2)適用するタイル張り下地はコンクリート面,押し出し成形セメント板面に
限定する。

(1)一般社団法人全国タイル業協会が認定する材料とし、全国タイル工業組合
加入業者による施工とする。また、同組合による保証制度を適用する。

(3)適用するタイルはJIS A 5209適合品とし、長さ600mm以下かつ面積900

系下地調整材と接着剤の組み合わせ)に適合するものとする。
c㎡以下とした上で、同材料の認定条件(タイルと接着剤の組み合わせ,有機

・ 採用しない

タイル型枠先付け面のせき板の種別適用タイル種類
・ 標準仕様書6.8.2(2)(イ)
・ 金属製タイル先付け用パネル
・・ 大形タイル

・ 二丁掛けタイル
・ 小口タイル

・ 桟木法
・ 目地桝法
・ タイルシート法

d.試験張り    ・ 行う    ※ 行わない
e.見本焼き
f.タイル型枠先付けの種類

c.曲がりの役物の成形
※ 標準的なものは一体成形、特殊なもののみ接着成形　　　・ 全て一体成形

全て接着成形

施工後の (11.1.7)
確認,試験

接着力試験は、監督職員の承諾を受けて、省略することは可とする。・
接着力試験の省略は不可とする。※

接着力試験

a.タイルの形状,寸法等

仕上表による
形状寸法

・

よる区分
吸水率に 釉薬 色 害性

耐凍
滑
耐

り
性有 無

・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

有 無
(mm)

厚さヨコタテ

施工箇所または

分類記号

b.役物の適用 ※ 適用する　　　　　・ 適用しない

12
木
工
事

(12.2.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)製材

(12.1.4)表面仕上げ

※ 標準仕様書12.2.1(1)(ウ)による　　　　・
a.ホルムアルデヒド放散量

適用部位 表面仕上の程度
手加工機械加工

※ 全ての下地材

・

・ 化粧柱,格子
・ カーテンボックス類
・ 棚板,カウンター天板

・

・

敷居,鴨居、框の類造
作
材

下
地
材

c.樹種,寸法は、図示なき限り以下の各表による
ただし、樹種について図示がなく、「11.鉄筋コンクリート」「12.窓,出入口その他」「13.
床板張り」「14.壁及び天井下地」の各項で定められている事項は、それを優先して適
用する。

・ A種 B種 ・ C種 ・ H-A種 H-B種 ・ H-C種
・ A種 B種 ・ C種 ・ H-A種 H-B種 ・ H-C種
・ A種 B種 ・ C種 ・ H-A種 H-B種 ・ H-C種

・ A種 ・ B種 C種 ・ H-A種 H-B種 ・ H-C種
・ ・

・ A種 B種 ・ C種 ・ H-A種 H-B種 ・ H-C種

※

・

b.間伐材の適用は次による
・ 「製材の日本農林規格(JAS)」による下地用針葉樹製材
・ 「製材の日本農林規格(JAS)」による造作用針葉樹製材
・ 「製材の日本農林規格(JAS)」による広葉樹製材
・ 「製材の日本農林規格(JAS)」以外の製材︓下地用
・ 「製材の日本農林規格(JAS)」以外の製材︓造作用

・
・
・

・

・ 「製材の日本農林規格(JAS)」による下地用針葉樹製材

※２級
・ 1級※ 全ての ※ 杉

下地材の一部は標準仕様書12.2.1(2)(ウ)による

・ 2級
・ 1級

・ 押角
・ 耳付

適用部位 保存処理形状樹種

・ 桧
・ 適用する
・ 

(12.2.1)造作用

・ 「製材の日本農林規格(JAS)」以外の製材︓下地用

・ 「製材の日本農林規格(JAS)」による広葉樹製材

・ 「製材の日本農林規格(JAS)」による造作用針葉樹製材

・ 代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　）

・ 杉
※ 桧

含水率等級

※ 1等・ けやき
※ なら

2等・ ・ B種
 A種・

・ B種
※ A種※ 杉

・ 桧
※ 1等

2等・

・ 「製材の日本農林規格(JAS)」以外の製材︓造作用

・ B種
※ A種※ 全ての造作材 ※ 杉

・ 桧 ・ B種
※ A種

(不透明塗料塗り
の場合を除く)

・ B種
※ A種※ 全ての造作材 ※ 杉

・ 桧 ・ B種
※ A種

(不透明塗料塗り
の場合)

代用樹種
適用部位 指定樹種 代用樹種

下地材 杉、松 米つが、米もみ、えぞ松、とど松、北洋えぞ松、桧、
ひば、米桧、米ひば、から松、米松

造作材 杉、松、桧 米つが、スプルース、米もみ、えぞ松、とど松、ひば、
米桧、米ひば、から松、米松

下地材の一部は標準仕様書12.2.1(2)(ウ)による

※ 標準仕様書12.2.1(1)(ウ)による　　　　・
a.ホルムアルデヒド放散量

c.樹種は、図示なき限り以下の各表による。

d.地方自治体ごとに実施されている家づくり支援事業等の補助金制度を利用する場合は、
各自治体が定めた基準,仕様に適合するものとする。

・ B種
※ A種

・ B種
※ A種

・ 角類
・ 板類

含水等級 品質
材面の 形状

含水
品質
材面の

適用部位

率

率

樹種

b.間伐材の適用は次による
・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」による造作用集成材

・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」以外の化粧ばり構造用集成柱
・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」以外の化粧ばり造作用集成材
・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」以外の造作用集成材
・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」による化粧ばり構造用集成柱
・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」による化粧ばり造作用集成材

寸法

品質
材面の

・ B種
※ A種

含水
率等級寸法

下地材

※ 全ての

適用部位 樹種

造作材

寸法

※ 全ての

適用部位 樹種

造作材

品質
材面の

※ 特等
・  1等
・  2等

※ 全ての下地材

適用部位 樹種 寸法

含水
品質
材面の

率寸法

・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」による造作用集成材

適用部位 寸法 樹種 見付材
面数 品質

面 ※ 1等
・ 2等

※ 図示

・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」以外の化粧ばり構造用集成柱

・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」以外の化粧ばり造作用集成材

・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」以外の造作用集成材

・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」による化粧ばり構造用集成柱

・ 「集成材の日本農林規格(JAS)」による化粧ばり造作用集成材

寸法

・ 
※ 図示

樹種
芯材 化粧薄板

化粧薄板
の厚さ

見付材
面数 品質

面 ※ 1等
・ 2等

樹種
芯材 化粧薄板

化粧薄板
の厚さ

見付材
面数 品質

面 ※ 1等
・ 2等

適用部位 樹種 見付材
面数 品質

面 ※ 1等
・ 2等

含水率

※ 15%
・

適用部位 樹種
芯材 化粧薄板

化粧薄板
の厚さ

見付材
面数 品質

面 ※ 1等
・ 2等

適用部位 強度等級 樹種
芯材 化粧薄板

化粧薄
板の厚さ

見付材
面数 品質

面 ※ 1等
・ 2等

※ 含水率は15%以下とする。

・
・

・

※ 含水率は15%以下とする。

※ 含水率は15%以下とする。

・ 

適用部位

適用部位

品名

品名

・ 「直交集成板の日本農林規格」による直交集成板

適用部位 曲げ強度 種別 接着性能 樹種
区分

S3・ 
S4・ 

S1・ 
S2・ 

使用環境A・ 
使用環境B・ 
使用環境C・ 

A種構成・ 
B種構成・ 

・ 
・ 
・ 
・ 

S3・ 
S4・ 

S1・ 
S2・ 

使用環境A・ 
使用環境B・ 
使用環境C・ 

A種構成・ 
B種構成・ 

・ 
・ 
・ 
・ 

直交集成板

造作用 (12.2.1)

・ 「単板積層材の日本農林規格(JAS)」以外の造作用単板積層材

単板積層材
※ 標準仕様書12.2.1(1)(ウ)による　　　　・

a.ホルムアルデヒド放散量

適用部位 表面の 表面の品質 防虫処理等級 表面加工
天然木化粧加工※ ※

・ 
適用するあり※

塗装加工・
※
・ 

適用する1等※なし
2等・

※

・ 「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

表面の品質
欠点 表面加工

天然木化粧加工※
塗装加工・

※ 含水率は14%以下とする。

b.間伐材の適用は次による
・ 「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材
・ 「単板積層材の日本農林規格(JAS)」以外の造作用単板積層材

a.間伐材の適用 ・ 適用する　　　　・ 適用しない

あり・
なし・

寸法品名

保存処理

・ 適用する
・ 

保存処理

・ 適用する
・ 

保存処理

・ 適用する
・ 

保存処理

・ 適用する
・ 

・ 適用する
・ 

防虫処理

※
・ 

適用する

※
・ 

適用する

※ 図示
・

※ 図示
・

※ 図示
・

※ 図示
・

※ 図示
・

※ 図示
・

寸法

・ 
※ 図示

品名

寸法

・ 
※ 図示

寸法

・ 
※ 図示

寸法

・ 
※ 図示

寸法

・ 
※ 図示

適用部位 表面の

あり※

なし※

寸法

・ 
※ 図示

・ 

・ 

・ 本格的な和室造作,
茶室造作の類 ・ A種 ・ B種 ・ C種 ※ H-A種 H-B種 ・ H-C種・

・
・
・

・

　　　シーリング材

※ 床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと、及

図示

　　　　　　　　　　　シーリング材 ・ 

 標準仕様書10.2.2(3)による　　　　・※

 図示　　　　　・ 
 内壁空積工法　   ・ 乾式工法

外壁湿式工法　   ・ 乾式工法・

適用する     ・ 適用しない・

MCR工法

 目荒し工法

・ 適用する   　・ 適用しない

・ 行う    ※ 行わない

5

6

7

8

9

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

集成材

図示

図示

適用しない

・ 適用する        ・ 適用しない
・ スライド方式 ・ ロッキング方式

※ SS400 M10　　　　・　

・ 適用する     ・ 適用しない

・ 図示　　　　・

※ 標準仕様書10.5.3(2)による　　　　・

・ 行う    ※ 行わない

・ 行う    ※ 行わない

目地は既製調合目地材を使用する※　目地あり
・ 目地なし

k.目地の有無 ※　目地あり ・ 目地なし

(略称︓LVL)

(略称︓CLT)

l.平成30年5月23日建築物の定期報告における外装仕上げ等の調査方法について
（技術的助言）による適用条件を満たす有機系接着剤張りタイル外壁とする
　　　　※　定期報告用の施工記録を別途施主に提出すること

平成31年版

尚、特注タイル等で個別認定が困難な場合は監督職員に承諾の上、
建専連長期性能保証制度に加入したものが施工すること。

j.保障　　建専連長期性能保証制度に加入しているものが施工すること。

建築工事特記仕様書(3) A1:-

A3:-

9.5295595風除室(1階、2階)、 ・

7,1049797OW2 ・

・ 図示

009

EVホール2(1階)
(LIXIL:ヴィコレ ヴァルストリーム同等品)

赤瀬 啓
タイプライター
別添資料02

赤瀬 啓
ポリゴン

赤瀬 啓
タイプライター
P.03


